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▲キャプション

パ
　
ー

セ
ン
ト

　
三
沢
地
区
の
要
害
山
三
沢
城
を
居
城
と
し
、
二
百
八
十
余
年
に
わ
た
り

中
世
奥
出
雲
に
時
代
を
築
い
た
三
澤
氏
を
偲
ぶ
「
要
害
山
三
沢
城
跡
山
城

祭
」
が
五
月
二
十
九
日
、
同
城
跡
保
存
会
（
田
部
英
年
会
長
）
が
主
催

し
、
三
沢
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歴
代
城
主
の
旗
が
飾
ら
れ
た
会
場
で
は
、
三
沢
小
学
校
児
童
二
十
九
人

や
教
職
員
ら
が

手
作
り
の
甲
冑

を
ま
と
い
、
ほ

ら
貝
や
太
鼓
の

音
を
響
か
せ
な

が
ら
武
者
行
列

を
披
露
し
ま
し

た
。

　
続
い
て
出
陣

の
儀
式
で
あ
る

「
三
献
の
儀
」

を
行
い
、
大
将

に
ふ
ん
し
た
三

沢
小
学
校
の
白

石
睦
校
長
に
、

ア
ワ
ビ
、
ク
リ
、

コ
ン
ブ
な
ど
を

家
来
役
の
児
童

が
献
上
。
「
え

い
、
え
い
、
え

い
」
「
お
ー
、

お
ー
、
お
ー
」

と
出
陣
の
声
で
祭
り
の
雰
囲
気
を
一
層
盛
り
上
げ
、
約
五
十
人
の
来
場
者

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
保
存
会
の
田
部
会
長
は
「
三
澤
氏
の
遺
徳
を
偲
び
な
が
ら
、
末
永
く

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
城
跡
の
保
存
と
地
区
の
活
性
化
に

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
五
月
十
八
日
、
第
七
回
奥
出
雲

町
小
学
校
連
合
体
育
大
会
が
、
三

成
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、

町
内
九
つ
の
小
学
校
か
ら
、
三
年

生
以
上
の
児
童
約
四
百
七
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
ト
ラ
ッ
ク
十
五
種
目
、

フ
ィ
ー
ル
ド
四
種
目
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
記
録

に
は
一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

多
く
の
好
記
録
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
気
温
が
二
十
五
度

を
超
え
る
五
月
晴
れ
と
な
り
、
子

ど
も
た
ち
は
晴
天
の
下
、
友
達
や

保
護
者
か
ら
の
声
援
に
応
え
る
よ

う
に
懸
命
に
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
チ
ェ
ン
ソ
ー
だ
け
で
丸
太
を
彫

刻
し
作
品
を
作
る
「
チ
ェ
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
」
。
毎
年
、
商
工
祭
り
（
仁

多
会
場
）
で
行
わ
れ
る
実
演
は
、

人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
作

家･

永
井
俊
幸
さ
ん
に
よ
り
作
成

さ
れ
た
作
品
が
、
町
に
寄
贈
さ
れ
、

そ
の
贈
呈
式
が
四
月
二
十
八
日
、

三
成
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、
杉

材
か
ら
動
物
の
カ
バ
を
造
形
し
た

も
の
で
、
長
さ
が
約
三
�
、
足
が

固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
子
ど
も

が
五
、
六
人
乗
る
こ
と
が
で
き
る

大
き
さ
で
す
。

　
ま
た
、
材
料
の
杉
は
、
地
元
産

で
仁
多
郡
森
林
組
合
か
ら
提
供
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
商
工
ま
つ
り
で
の
実
演
は
、
今

年
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、

地
元
産
木
材
の
Ｐ
Ｒ
と
利
用
促
進

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

メ
ー
ト
ル

　
平
成
二
十
二
年
十
月
に
「
景
観

行
政
団
体
」
と
な
っ
た
奥
出
雲
町
。

奥
出
雲
町
ら
し
い
美
し
く
豊
か
な

景
観
形
成
に
向
け
、
具
体
的
な
指

針
と
な
る
景
観
計
画
を
策
定
す
る

「
奥
出
雲
町
景
観
計
画
策
定
委
員

会
」
の
第
一
回
委
員
会
が
六
月
三

日
、
役
場
仁
多
庁
舎
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
デ
ザ
イ
ン
、

地
域
経
済
、
建
設
、
産
業
文
化
、

地
域
代
表
な
ど
各
分
野
か
ら
の
十

三
名
の
委
員
と
三
名
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
井
上
町
長
か
ら
「
町

民
も
一
緒
に
な
っ
て
地
域
を
守
る

と
い
う
営
み
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
景
観
形
成
が
必
要
か
、
活
発
な

議
論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
長･

副
会
長
の
選

出
が
行
わ
れ
、
会
長
に
山
陰
中
央

新
報
社
特
別
論
説
委
員
の
前
田
幸

二
氏
、
副
会
長
に
町
文
化
財
保
護

専
門
委
員
の
田
部
英
年
氏
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
前
田
会
長
か
ら
「
景
観
は
外
部

か
ら
見
ら
れ
て
良
く
な
っ
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
地
域
を

Ｐ
Ｒ
す
る
か
、
住
民
と
互
い
に
意

見
を
交
換
し
な
が
ら
、
計
画
を
策

定
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
後
に
は
、
町
内
を
視

察
し
、
計
画
策
定
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
策
定
委
員
会
に
よ
る

審
議
の
ほ
か
、
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
学
習

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催
し
、
平

成
二
十
四
年
二
月
の
計
画
策
定
、

四
月
の
計
画
施
行
を
目
指
し
ま
す
。

　
株
式
会
社
ニ
ッ
ポ
ー
島
根
工
場

（
下
横
田
・
内
田
博
隆
取
締
役
工

場
長
）
が
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
町
内
の
小
中
学
校
十
三
校

に
図
書
を
寄
贈
し
、
そ
の
贈
呈
式

が
五
月
十
一
日
、
仁
多
郡
小
中
学

校
長
会
の
席
上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
図
書
は
、
絵

本
や
辞
典
な
ど
百
四
十
九
冊
（
約

三
十
万
円
相
当
）
。

　
式
で
は
、
同
社
島
根
工
場
の
阿

合
勝
美
総
務
部
次
長
が
「
現
在
の

経
済
状
況
の
中
で
も
利
益
を
上
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
少

し
で
も
社
会
に
還
元
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
こ
れ
に
対
し
仁
多

中
学
校
の
石
田
誠
校
長
か
ら
「
奥

出
雲
町
は
図
書
環
境
が
充
実
し
て

い
る
が
、
こ
の
度
の
図
書
寄
贈
に

よ
り
益
々
充
実
す
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
」
と
お
礼
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
子
ど
も

た
ち
が
本
に
親
し
む
環
境
を
整
え
、

近
年
懸
念
さ
れ
て
い
る
読
書
離
れ

の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

会　長
副会長
委　員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

アドバイザー
〃
〃

氏　名 役職･委員名等 分　野
地域経済
郷土史
環境芸術
設計デザイン
造形制作
住居学
人文地理学・地域づくり
環境･建設工学
建設土木
玉鋼製造たたら吹き
自然･歴史
地域代表者
地域代表者
地域研究
景観計画担当
景観計画担当

山陰中央新報社特別論説委員
町文化財保護専門委員
(株)モブ／和光大学准教授
(有)重森庭園設計研究室
造形作家
島根大学教育学部准教授
島根大学教育学部准教授
松江工業高等専門学校准教授
雲南県土整備事務所仁多土木事業所長
国選定保存技術保持者
町文化財保護専門員
町自治会長会連合会会長
町自治会長会連合会副会長
中山間地域研究センター研究企画監
島根県景観政策室長
島根県景観政策室

前田幸二
田部英年
伊藤隆治
重森千　
小林照尚
正岡さち
作野広和
大屋　誠
原　裕美
木原　明
福田充雄
岩佐捷治
田部隆義
藤山　浩
前田幹徳
石原敏巳

▲

大
会
へ
の
抱
負
を
話
す
景
山
さ
ん（
右
）

▲

最
新
型
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
２
台
を
寄
贈

▼甲冑をまとい、掛声をあげる子どもたち

▼贈呈された作品の前で記念撮影

▼委員会の様子

▲

懸
命
に
走
る
子
ど
も
た
ち

▲挨拶する阿合次長

▲寄贈された図書（一部）


